
｢万
葉
古
代
学
研
究
所
岳
報
]

平
成
十
四
年
度

三
月

一
日

第

一
回
委
託
共
同
研
究
に
つ
き
'
公
募
を
開
始
｡
三
月
末
日

締
め
切
り
｡

友
の
会
講
座
で
'
劉
雨
珍
研
修
員
が

｢中
国
人
の
日
か
ら
見

た
万
葉
集
の
世
界
｣
を
講
演
｡

三
月

二
日

奈
良
女
子
大
学
連
携

･
万
葉
講
座

｢
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

･
三
山

の
性
を
め
ぐ
っ
て
｣
を
開
催
｡
講
師
は
坂
本
信
幸
奈
良
女
子
大

学
教
授

･
毛
利
正
守
大
阪
市
立
大
学
教
授

･
松
尾
光
総
括
研
究

員

(以
下
研
究
員
と
略
す
)0

三
月

一
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢大
伴
家
持
と

『万
葉
集
』｣
を
講
義
｡

三
月
二
五
日

｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
第

一
号
を
発
刊
｡

奈
良
県
高
等
学
校
国
語
文
化
会
で
'
松
尾
光
研
究
員
が

｢漢

風
と
国
風
｣
を
講
演
｡

三
月
二
七
日

海
外
研
修
員
の
劉
雨
珍
氏
が
帰
国
｡

三
月
二
八
日

葛
城
税
務
署
職
員
研
修
講
座
で
'
井
上
さ
や
か
主
任
研
究
員

(以
下
研
究
員
と
略
す
)
が

｢『万
葉
集
』
の
愉
し
み
｣
(於

･

葛
城
税
務
署
)
を
講
演
｡

平
成
十
五
年
度

四
月

一
三
日

第

一
回
委
託
共
同
研
究
の
選
定
の
た
め
'
審
議
会
を
開
催
｡

｢奈
良
県
に
お
け
る
万
葉
古
代
学
関
連
研
究
の
史
的
研
究
｣

(研
究
代
表
者

･
坂
本
信
幸
奈
良
女
子
大
学
教
授
)
を
採
択
｡

四
月

一
四
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
主
任
研

究
員

(以
下
研
究
員
と
略
す
)
が
.｢
ウ
ケ
ヒ

(誓
約
)
神
話
｣

を
講
義
｡

四
月
二
〇
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第

一
回
共
同
研
究

｢
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
と
万
葉
集
.～
｣
の
第
七
回
研
究
会
を
開
催
｡
共
同
研
究
員

は
'
研
究
所
員
の
ほ
か
､
岩
城
雄
次
郎
日
タ
イ
文
学
者
交
流
セ

ン
タ
ー
主
宰

･
王
暁
平
帝
塚
山
学
院
大
学
教
授

･
金
両
基
常
葉

学
園
大
学
教
授

･
辰
巳
和
弘
同
志
社
大
学
助
教
授

･
辰
巳
正
明

囲
学
院
大
学
教
授

･
月
本
昭
男
立
教
大
学
教
授

･
内
藤
磐
早
稲

田
大
学
高
等
学
院
教
諭
｡
研
究
発
表
は
辰
巳
和
弘
氏
'
招
碑
講

師
は
'
広
瀬
量
平
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ

ン
タ
ー
所
長
｡

五
月

一
日

第

一
回
委
託
共
同
研
究
に
つ
き
'
｢奈
良
県
に
お
け
る
万
葉

古
代
学
関
連
研
究
の
史
的
研
究
｣
(研
究
代
表
者

･
坂
本
信
幸

奈
良
女
子
大
学
教
授
)
と
決
定
し
て
委
託
契
約
を
締
結
｡

五
月

二

一日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢天
の
岩
屋
戸
神
話
｣
を
講
義
｡
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五
月

一
五
日

明
日
香
村
文
化
協
会
講
演
会
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢明
日
香
の
旧
き
京
師
｣
(於

･
明
日
香
村
公
民
館
)
を
講
演
｡

五
月

一
八
日

第

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

｢『万
葉
集
』
と
仏
教
思

想
｣
を
開
催
｡
講
師
は
寺
川
最
知
夫
所
長

六
月

一
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究
に
つ
き
'
公
募
を
開
始
｡
九
月
末
日

締
め
切
り
｡

六
月

九
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢八
俣
大
蛇
神
話
｣
を
講
義
｡

七
月

六
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第

一
回
共
同
研
究
の
第
八
回
共
同

研
究
会
を
開
催
｡
研
究
発
表
は
松
田
信
彦
研
究
貞
｡
招
碑
講
師

は
'
高
橋
孝
信
東
京
大
学
教
授
｡

七
月

一
一
日

地
域
活
性
化
に
係
る
奈
良
県

･
奈
良
市
及
び
奈
良
女
子
大
学

連
絡
協
議
会
に
'
｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的

景
観
再
現
事
業
｣
の
説
明
の
た
め
'
山
田
貴
文
業
務
部
長

･
松

尾
光
研
究
貞
が
出
席
｡

七
月

一
四
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢稲
羽
素
兎
神
話
｣
を
講
義
｡

七
月
二
一
日

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
第

一
回
合
同

研
究
会
｡

七
月
二
六
日

第
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

｢『万
葉
集
』
と
民
俗
学
｣

を
開
催
｡
講
師
は
上
野
誠
副
所
長

七
月
二
七
日

親
子
万
葉
教
室
で
'
上
野
誠
副
所
長
が
講
師
を
務
め
る
｡

八
月

一
日
～
二
日

第
二
回
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
｡
講
師

･
演
題
は
'

寺
川
賞
知
夫
所
長

｢磐
之
媛
の
嫉
妬
｣

･
佐
藤
隆
中
京
大
学
教

授

｢万
葉
集
と
氏
族
文
化
圏
｣

･
神
田
典
城
学
習
院
女
子
大
学

教
授

｢古
事
記

･
日
本
書
紀
と
風
土
記
｣

･
松
尾
光
研
究
員

｢元
正
女
帝
の
即
位
を
め
ぐ
っ
て
｣

･
佐
伯
順
子
同
志
社
大
学

教
授

｢遊
行
女
婦
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
｣

･
村
田
右
富
美
大
阪
女

子
大
学
教
授

｢挽
歌
史
の
構
想
｣
｡

八
月

一
一
日

友
の
会
共
催
の

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
'
松
田
信
彦
研
究
員

が

｢八
千
矛
の
神
の
物
語
｣
を
講
義
｡

八
月
二
四
日

親
子
万
葉
教
室
で
'
松
尾
光
研
究
貞

･
松
田
信
彦
研
究
員
が

講
師
を
務
め
る
｡

八
月
二
五
日

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
第
二
回
合
同

研
究
会
｡
講
師
は
山
内
英
正
甲
陽
学
院
高
校
教
諭
｡

九
月

一
日

海
外
研
修
員
と
し
て
勾
艶
軍
氏

(天
津
大
学
助
敦
)
を
迎
え

る
｡

九
月

六
日

第
三
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

｢『
日
本
書
紀
』
は
ど
う

や
っ
て
で
き
た
か
｣
を
開
催
｡
講
師
は
松
田
信
彦
研
究
貞
｡

九
月
二
七
日
l

一八
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第

一
回
共
同
研
究
の
第
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九
回

･
第

一
〇
回
研
究
会
を
開
催
｡
研
究
発
表
は
井
上
さ
や
か

研
究
員
｡
招
聴
講
師
は
田
畑
千
秋
大
分
大
学
教
授

･
坪
山
豊
氏

(奄
美
歌
謡
伝
承
者
)

･
劉
雨
珍
帝
塚
山
学
院
大
学
客
員
教
授
｡

九
月

一
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢明
日
香
を
よ
む
①
｣
を
講
義
｡

一
〇
月
二
四
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢明
日
香
を
よ
む
②
｣
を
講
義
｡

1
0
月
二
六
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第

1
回
共
同
研
究
の
第

二

回
共

同
研
腐
食
骨
層
催
｡
研
究
発
表
は
内
藤
磐
早
稲
田
大
学
高
等
学

院
教
諭

･
松
尾
光
研
究
員
｡

二
月
1
日

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
第
三
回
合
同

研
究
会
｡
ミ
ワ
山
調
査
の
た
め
'
明
日
香

･
稲
淵
方
面
を
実
地

見
学
｡

二
月
八
日

第
四
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

｢語
ら
れ
る
神
話
と
ホ
カ

ヒ
ビ
ト
｣
を
開
催
｡
講
師
は
三
浦
佑
之
千
葉
大
学
教
授
｡

二
月
二
一
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

貞
が

｢平
城
を
よ
む
｣
を
講
義
｡

二

月

一
二
日

葛
城
税
務
署
職
員
研
修
講
座
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢葛
城
と

『万
葉
集
』｣
(於

･
葛
城
税
務
署
)
を
講
演
｡

二

月
三
〇
日

第
二
回
委
託
共
同
研
究
の
選
定
の
た
め
'
審
議
会
を
開
催
｡

｢平
城
万
葉
の
形
成
と
そ
の
基
盤
に
関
す
る
総
合
的
研
究
｣

(研
究
代
表
者

･
梶
川
信
行
日
本
大
学
教
授
)
を
採
択
｡

二

一月

七
日

友
の
会
講
座
で
'
寺
川
真
知
夫
所
長
が

｢古
代
の
新
嘗
祭
｣

を
講
演
｡

親
子
万
葉
教
室
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡

二

一月

一
三
日

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

｢万
葉
特
別
フ
ォ
ー
ラ
ム

万
葉
故
地
を
考
え
る
｣
開

催
人
於

･
奈
良
女
子
大
学
)
.ー講
師
は
坂
本
信
幸
奈
良
女
子
大

学
教
授

･
山
内
英
正
甲
陽
学
院
高
校
教
諭

･
村
瀬
憲
夫
近
畿
大

学
教
授

･
新
谷
秀
夫
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
主
任
研
究
員

･
富
田

敏
子
全
国
万
葉
協
会
会
長

(当
館
友
の
会
事
務
局
長
)
の
五
人
｡

二

一月

一
四
日

｢万
葉
故
地
の
確
定

･
デ
ー
タ
化
と
歴
史
的
景
観
再
現
事
業
｣

(奈
良
女
子
大
学
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
)
の
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

｢万
葉
故
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

泊
瀬
朝
倉
宮
を
め
ぐ
っ

て
｣
開
催
｡
司
会
は
松
尾
光
研
究
員
｡
講
師
は
坂
本
信
幸
奈
良

女
子
大
学
教
授

･
前
園
英
知
雄
奈
良
芸
術
短
期
大
学
教
授
｡
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
舘
野
和
己
奈
良
女
子
大
学
教
授

･
井
上
さ
や

か
研
究
員
が
加
わ
る
｡

一
二
月

一
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢吉
野
を
よ
む
｣
を
講
義
｡
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一
月

二

日

万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
第

一
回
共
同
研
究
の
第

一
二
回
共

同
研
究
会
を
開
催
｡
研
究
発
表
は
月
本
昭
男
立
教
大
学
教
授
｡

一
月

一
六
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢地
名
と

八景
)
｣
を
講
義

一
月

一
八
日

第
五
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

｢淳
仁
天
皇
の
后
を
め
ぐ
っ

て
｣
を
開
催
｡
講
師
は
松
尾
光
研
究
員
｡

二
月

九
日

友
の
会
共
催
の

｢木
簡
を
よ
む
｣
で
'
松
尾
光
研
究
員
が

｢国
の
成
立
を
語
る
木
簡
｣
を
講
義
｡

か

せ

だ

二
月

一
四
日

笠

田

公
民
館
講
座
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢
こ
ん
に
ち

は
'
『万
葉
集
』｣
(於

･
和
歌
山
県
/
笠
田
公
民
館
)
を
講
演
｡

二
月

一
五
日

親
子
万
葉
教
室
で
'
松
田
信
彦
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡

二
月
二
九
日

第
六
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

｢山
部
赤
人
と
中
国
文
学
｣

を
開
催
｡
講
師
は
井
上
さ
や
か
研
究
員
｡

◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
十
五
年
三
月
～
平
成
十
六
年
二
月
)

松

尾

光

[研
究
論
文
]

O
｢古
代
に
お
け
る
原
と
山
野
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
一
号

)
～

平
成
十
五
年
三
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢藤
原
京
の
謎
｣
(『史
話
日
本
の
古
代
』
第
六
巻
所
収
)
'
平
成
十
五
年

三
月
｡

O
｢唐
へ
の
国
書
は
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五
〇
三
号
)
'

平
成
十
五
年
四
月
｡

O
｢広
い
官
道
は
ど
う
使
わ
れ
た
か
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五
〇
四
号
)
'
平
成

十
五
年
五
月
｡

O
｢貨
幣
の
出
現
｣
(『史
話
日
本
の
古
代
』
第
七
巻
所
収
)
'
平
成
十
五
年

五
月
｡

O
｢光
明
皇
后
の
祈
-
歌
｣
(｢裸
｣
二
〇
〇
号
)'
平
成
十
五
年
六
月
｡

O
｢畝
傍
の
性
は
相
手
し
だ
い
-
｣
(｢万
葉
を
愛
す
る
会
だ
よ
り
｣
三
八
号
)'

平
成
十
五
年
八
月
｡

O
｢今
日
は
三
角
縁
神
獣
鏡
の
日
-
｣
(｢月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
｣
五
〇

六
号
)'
平
成
十
五
年
九
月
｡

O
｢元
正
女
帝
は
な
ぜ
即
位
で
き
た
か
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五
〇
八
号
)
'
平

成
十
五
年
九
月
｡

O
｢淳
仁
天
皇
に
は
な
ぜ
皇
后
が
い
な
い
の
か
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五
〇
九
号
)'

平
成
十
五
年

一
〇
月
｡

O
｢天
皇
号
の
成
立
は
何
を
物
語
る
か
｣
(｢歴
史
研
究
｣
五

二

号
)
'
平

成
十
五
年

一
二
月
｡

O
｢そ
こ
か
ら
何
が
い
え
る
か
｣
(｢万
葉
を
愛
す
る
会
だ
よ
り
｣
三
九
号
)
'

平
成
十
六
年

一
月
｡
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[研
究
論
文

･
目
録
]

O
｢『万
葉
集
』
編
纂
資
料
に
つ
い
て
の
一
考
察
｣
(｢
万
葉
古
代
学
研
究
所

年
報
｣

言
下
)'
平
成
十
五
年
三
月
｡

○
共
著

｢資
料
編
2
｣
(『古
事
記
受
容
史
』
笠
間
書
院
刊
)'
平
成
十
五
年

五
月
｡

○
分
担
執
筆

『古
事
記
研
究
文
献
目
録

雑
誌
論
文
篇
Ⅱ
』
(国
書
刊
行
会

刊
)'
平
成
十
五
年
六
月
｡

○
分
担
執
筆

『古
事
記
研
究
文
献
目
録

単
行
書
篇
Ⅱ
』
(国
書
刊
行
会
刊
)'

平
成
十
五
年
六
月
｡

○
担
当
執
筆

｢倉
野
憲
司
旧
蔵

『出
雲
国
風
土
記
』｣
(
『古
事
記
学
会
創
立

五
十
周
年
記
念
展
示
書
目
解
題
』
)'
平
成
十
五
年
六
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢描
か
れ
た
万
葉
歌
/
大
事
府
の
梅
花
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
五
号
)
'
平
成
十

五
年
三
月
｡

O
｢万
葉
百
科
シ
ス
テ
ム
の
す
す
め
｣
(｢万
葉
図
書

･
情
報
室
便
-
｣
六
号
)～

平
成
十
五
年
七
月
｡

O
｢万
葉
集
の
秋
｣
(｢万
葉
図
書

･
情
報
室
だ
よ
り
｣
七
号
)､
平
成
十
五

年

一
一
月
｡

井
上
さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢万
葉
集
の

『沫
雪
』｣
(｢同
朋
文
学
｣
三

一
号
)'
平
成
十
五
年
三
月
｡

O
｢『物
色
』
の
倭
製
-
沫
雪
の
場
合
-
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

言
P
)､
平
成
十
五
年
三
月
.

〇
｢倭
歌
に
お
け
る

『物
色
』
に
つ
い
て
-
山
部
赤
人
の
春
雑
歌
四
首
-
｣

(『天
平
万
葉
論
』
翰
林
書
房
刊
)'
平
成
十
五
年
四
月
｡

[研
究
発
表
]

O
｢赤
人
長
歌
の
地
名
表
現
｣
(於

･
美
夫
君
志
会
全
国
大
会
)'
平
成
十
五

年
六
月
｡

O
｢赤
人
の
春
日
野
歌
｣
(於

･
美
夫
君
志
会
二
月
例
会
)'
平
成
十
六
年
二

月
｡

[そ
の
他
]

O
｢描
か
れ
た
万
葉
歌
/
懐
か
し
い
風
景
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
七
号
)'
平
成
十

五
年

一
一
月
｡
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